
おおずニュース

平成30年度　大洲市職員人事異動
市職員215人が 4 月 1 日付で異動
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新規採用（14人）

人事異動の基本方針
　今年度の人事異動にあたっては、第 2次大洲市
総合計画に掲げる【きらめくおおず～みんな輝く
肱川流域のまち～】の実現に向け、基本計画に定
める施策をより一層推進するとともに、複雑多様
化する行政課題に対し適切かつ迅速な対応を目指
した組織体制の整備に努めました。
　また、各職場の業務量や業務内容に応じて、効
果的かつ適正に人員を配置するほか、長期勤務（概
ね 4年以上）となる職員を可能な限り異動を行う
とともに、職員の適性や能力が生かされるよう、
適材適所の人事配置に努めました。

1 　主要な事務事業推進のための人事配置と職員派遣
▽�保険年金課内に「地域医療係」を新設し、効率
的な地域医療体制の確保と救急医療体制の推進
に取り組みます。

▽�観光まちづくり課まちづくり係の執行体制の充
実を図り、大洲市版観光DMOの設立をはじめ、
民間活力を生かした観光振興体制の構築や市
民、事業者、関係団体との協働によるまちづく
りに向けた環境づくりに努めます。

▽�農林水産課内に「農商工連携係」を設置し、農
林産物の需要拡大と産業の振興に向け、農商工
連携および 6次産業化の推進に積極的に取り組
みます。

▽�中山間地域などの道路管理業務の一部を委託
し、民間活力の導入を推進するとともに、工事
等検査業務の職員配置を嘱託化（職員OB）し、
合理的な運用を図ります。

▽�ダム事業に係る用地事務や地元調整など一定の
進捗が見られた段階を踏まえ、ダム対策課を治

水課に統合し、ダム関連の水源地域対策などの
推進と肱川流域の治水対策を効率的に執行する
組織とします。

　�　また、肱川支所地域振興課内に「ダム対策係」
を設置し、関係住民および自治会のサポートや
本庁との連絡調整を行います。

▽�第72回国民体育大会の終了に伴いえひめ国体推
進課を廃止します。

▽�認定こども園の整備などに向け、保育所と幼稚
園の垣根を越えた取り組みを進めていくため、
双方の仕事を経験し理解を深めるとこを目的
に、保育士と幼稚園教諭の人事交流を行います。

▽�地方創生に関する政策立案や事業戦略策定を行
うことができる人材を育成するため、内閣府地
方創生推進事務局に職員を派遣します。

▽�愛媛県との相互人事交流を継続し、農林水産課
に「林業振興戦略推進担当」として県職員 1人
を課長補佐として受け入れ、県雇用対策室へ職
員 1人を派遣します。

▽�本市の施策に係る情報の収集、発信などのため、
引き続き愛媛県東京事務所へ職員を派遣すると
ともに、広域行政の推進による事務の効率化と
サービス水準の向上を図るため、愛媛県後期高
齢者医療広域連合および愛媛地方税滞納整理機
構に職員を派遣します。

▽�再任用制度を運用し、本年は退職職員41人のう
ち、課長級職員を含め24人を再任用します。

2　異動総数
▽異動総数　　　215人　（昨年度　221人）
▽異動率　　　　30.1%　（昨年度　31.0%）
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おおずニュース
　

平
成
30
年
度
大
洲
市
消
防
団
入
団
式

が
４
月
４
日
㈬
、
市
役
所
大
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

入
団
式
に
は
、
今
年
度
入
団
す
る
42

人
を
代
表
し
て
、
柿
見
陽よ
う

介す
け

さ
ん
（
肱

北
分
団
）
に
矢
野
正ま
さ

祥か
ず

消
防
団
長
か
ら

辞
令
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
参
列
し
た
松
田
副
市
長
は
、
あ

い
さ
つ
で
「
こ
れ
か
ら
起
こ
り
う
る
災

害
で
、
地
域
の
力
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。
団
員
と
力
を
合
わ
せ
、
け

が
の
な
い
よ
う
活
躍
し
て
ほ
し
い
」
と

激
励
の
言
葉
を
送
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
入
団
し
た
団
員
た
ち
は
、
厳

し
い
訓
練
や
研
修
な
ど
に
参
加
し
、
自

己
研
さ
ん
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
今
後
、
若
い
力
が
地
域
防

災
活
動
の
中
心
的
役
割
を
担
う
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
任
期
満
了
（
２
年
）
に
伴
う

大
洲
市
消
防
団
の
役
員
改
選
が
行
わ

れ
、
正
副
団
長
を
は
じ
め
、
各
分
団
の

役
員
が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。
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三
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分
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副
分
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こ

粟
津
分
団　
　

分
団
長　

楠
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明あ
き

男お

粟
津
分
団　

副
分
団
長　

都
築　

孝た
か

壽と
し

上
須
戒
分
団　

分
団
長　

林
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成な
る

俊と
し

上
須
戒
分
団
副
分
団
長　

政ま
ん
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ん

司じ

長
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団
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分
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長　

岡
崎　
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ろ

幸ゆ
き

地
域
の
安
全
を
目
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し
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～
大
洲
市
消
防
団
入
団
式
・
役
員
改
選
～

白
滝
分
団　

副
分
団
長　

後
藤　

忠た
だ

信の
ぶ

中
央
分
団　
　

分
団
長　

二
宮　

孝た
か

志し

中
央
分
団　

副
分
団
長　

金
野　

昭し
ょ
う

一い
ち

正
山
分
団　
　

分
団
長　

稲
田　

弘ひ
ろ

安や
す

正
山
分
団　

副
分
団
長　

上
甲　

秀ひ
で

樹き

大
谷
分
団　
　

分
団
長　

久
保　

壽と
し

男お

大
谷
分
団　

副
分
団
長　

西
山　

秀ひ
で

幸ゆ
き

予
子
林
分
団　

分
団
長　

濵
田　

律り
つ

朗ろ
う

予
子
林
分
団
副
分
団
長　

松
田　
　

勉つ
と
む

河
辺
分
団　
　

分
団
長　

德
見　

和か
ず

也や

河
辺
分
団　

副
分
団
長　

五
頭　

祥し
ょ
う

介す
け

女
性
分
団　
　

分
団
長　

國
井　

幸さ
ち

恵え

女
性
分
団　

副
分
団
長　

大
藤
ユ
リ
子こ

団本部　団長　矢野　正祥
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長
浜
地
区
を
舞
台
に
し
た
映
画
「
赤

い
橋
の
あ
る
町
で
」
の
完
成
発
表
会
お

よ
び
関
係
者
試
写
会
が
、３
月
25
日
㈰
、

長
浜
ふ
れ
あ
い
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
映
画
は
、「
大
洲
長
浜
映
画
制

作
委
員
会
」
が
企
画
し
、
県
内
で
地
域

映
画
を
手
が
け
る
「
ヒ
メ
ブ
タ
の
会
」

が
制
作
し
ま
し
た
。
長
浜
大
橋
、
肱
川

あ
ら
し
、
長
高
水
族
館
な
ど
、
地
域
の

魅
力
が
詰
め
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
映
画
に
よ
り
地
域
振

興
に
努
め
る
た
め
、
一
般
向
け
の
上
映

会
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

大
洲
城
来
城
者
50
万
人
達
成
記
念
式

典
が
、
３
月
17
日
㈯
、
大
洲
城
天
守
前

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
洲
城
は
、
平

成
16
年
９
月
１
日
よ
り
一
般
公
開
が
始

ま
り
、
３
月
４
日
㈰
に
来
城
者
50
万
人

を
達
成
し
ま
し
た
。
記
念
す
べ
き
来
城

50
万
人
目
は
、
大
阪
市
在
住
の
小
学
６

年
生
（
来
城
時
：
５
年
生
）
の
上
野
由ゆ
う

騎き

さ
ん
で
、
認
定
証
と
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
上
野
さ
ん
は
、「
一
生
の
う

ち
に
あ
る
か
な
い
か
の
出
来
事
。
本
当

に
よ
か
っ
た
」
と
喜
び
の
言
葉
を
表
し

ま
し
た
。　

映
画
「
赤
い
橋
の
あ
る
町
で
」
完
成

大
洲
城
50
万
人
来
城
者
達
成

平成29年度 土砂災害防止に関する作品コンクール表彰

　国土交通省と愛媛県では、小中学生のみなさんに
土砂災害防止についての理解と関心を深めてもらう
ため、毎年「土砂災害の防止に関する作品コンクー
ル」を開催しています。平成29年度のコンクールで
は、大洲市から小学生・絵画部門で 3人が表彰され
ました。
※学年は、作品作成時のものです。

沖
おき

　田
だ

　　結
ゆい

さん
（肱川小学校 4年）

国道交通事務次官賞

窪　　美
み

　晴
はる

さん
（長浜小学校 5年）

大　田　涼
すず

　乃
の

さん
（白滝小学校 5年）

愛媛県砂防協会会長賞
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大
洲
市
菅
田
町
に
あ
る
少
彦
名
神
社

参
籠
殿
で
、
３
月
17
日
㈯
、
修
復
後
初

と
な
る
結
婚
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
式
を
挙
げ
た
の
は
、
青
木

瞬し
ゅ
ん

さ
ん
と
菜な

保お

さ
ん
で
、
と
も
に
大
洲

市
出
身
で
す
。
瞬
さ
ん
が
菅
田
町
出
身

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
参
籠
殿
で
の
挙

式
を
発
案
し
、
半
年
ほ
ど
前
か
ら
結
婚

式
を
企
画
し
て
い
ま
し
た
。

　

親
族
や
友
人
ら
約
70
人
が
参
列
し
た

結
婚
式
は
、
日
本
古
来
の
伝
統
的
な
挙

式
ス
タ
イ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
初

に
、
参
進
の
儀
と
し
て
「
花
嫁
行
列
」

が
あ
り
、
神
職
と
巫
女
に
導
か
れ
参
籠

殿
へ
向
か
い
ま
し
た
。
三
三
九
度
の
盃

で
は
、
新
郎
新
婦
が
交
互
に
お
神み

酒き

を

飲
み
、
夫
婦
の
永
遠
の
契
り
を
結
び
ま

し
た
。
そ
し
て
、
誓せ
い

詞し

奏そ
う

上じ
ょ
う

で
ふ
た
り

が
夫
婦
に
な
る
こ
と
の
誓
い
を
読
み
上

げ
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
少
彦
名
神
社
参
籠
殿

は
、
少
彦
名
命
を
祀ま
つ

る
神
社
と
し
て
、

昭
和
９
年
（
１
９
３
１
）、
地
元
有
志

の
寄
付
に
よ
り
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
建

物
の
一
部
を
斜
面
に
張
り
出
し
て
建
て

る
「
懸
け
造
り
」
と
呼
ば
れ
る
建
築
法

を
採
用
し
て
い
て
、
市
内
に
残
っ
て
い

る
懸
け
造
り
の
建
築
物
の
中
で
も
最
大

規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

戦
前
に
も
挙
式
の
会
場
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、老
朽
化
に
伴
い
、

使
わ
れ
る
機
会
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
平
成
27
年
に
完
了
し
た
修
復

に
よ
っ
て
、
本
来
の
姿
を
取
り
戻
し
、

再
び
挙
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

挙
式
後
、
新
郎
の
瞬
さ
ん
に
式
の
感

想
を
尋
ね
る
と
、「
と
て
も
厳
粛
な
雰

囲
気
で
、
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
だ
っ

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
新

婦
の
菜
保
さ
ん
に
は
、
こ
れ
か
ら
ど
の

よ
う
な
家
庭
を
築
い
て
い
き
た
い
か
尋

ね
る
と
、「
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
で
、
何

で
も
話
す
こ
と
が
で
き
る
家
庭
を
作
っ

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

厳
粛
な
雰
囲
気
で
永
遠
の
愛
を　
～
少す
く
な
ひ
こ
な

彦
名
神
社
参さ
ん

籠ろ
う

殿で
ん　

修
復
後
初
の
結
婚
式
～
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おおずニュース



　

１
月
７
日
㈰
に
東
京
大
学
本
郷
キ
ャ

ン
パ
ス
に
て
開
催
さ
れ
た
「
第
５
回
高

校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
・
グ
ラ
ン
プ
リ
」

で
、
長
浜
高
等
学
校
水
族
館
部
に
よ
る

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
が
準
グ
ラ
ン
プ
リ
に

選
ば
れ
ま
し
た
。こ
の
グ
ラ
ン
プ
リ
は
、

地
域
の
課
題
解
決
や
国
際
社
会
へ
の
対

応
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
プ
ラ
ン
を
募

集
し
、
そ
の
独
創
性
や
経
営
資
源
な
ど

で
評
価
さ
れ
ま
す
。
第
５
回
グ
ラ
ン
プ

リ
で
は
、
３
８
５
校
、
３
２
４
７
件
の

エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。

　

長
浜
高
等
学
校
水
族
館
部
は
、
毒
を

持
つ
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
に
カ
ク
レ
ク
マ

ノ
ミ
が
刺
さ
れ
な
い
仕
組
み
を
応
用
し

て
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
人
向
け

に
ク
ラ
ゲ
予
防
ク
リ
ー
ム
を
開
発
・
販

売
す
る
プ
ラ
ン
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

準
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
水
族
館

部
の
重
松
楽ら

ら々

さ
ん
と
梶
岡
萌も

伽か

さ
ん

が
、
３
月
16
日
㈮
、
市
庁
舎
を
訪
れ
、

清
水
市
長
に
受
賞
の
報
告
を
行
い
ま
し

た
。

　

重
松
さ
ん
は
、「
多
く
の
み
な
さ
ん

か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
受
賞
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
本
当
に
感
謝
し
て
い

る
。
商
品
化
の
課
題
も
あ
り
、
こ
れ
か

ら
も
研
究
に
力
を
入
れ
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。
清
水
市
長
は
、「
今
後
も
研

究
に
取
り
組
み
、
成
果
を
あ
げ
て
ほ
し

い
」
と
応
援
の
言
葉
を
送
り
ま
し
た
。

おおずニュース

長浜の魅力を30秒に詰め込んで

　地域の魅力を30秒のテレビコマーシャルで紹介す
る「ふるさとCM大賞えひめʼ18」の審査会が 3月11
日㈰、松山市総合コミュニティセンターで開催され
ました。県内各自治体から32作品の応募があり、一
次審査を通過した25作品が上映され審査されました。
　大洲市からは、肱川あらし予報会による「龍が風
になる朝」を出品し、見事大賞に選ばれました。こ
の作品は、冬の風物詩である肱川あらしを題材とし、
長浜に宿泊した坂本龍馬が、長浜の魅力に感動して
いる姿が描かれています。

　大賞を受賞した肱川あらし予報会の濱田毅
たけし

会長ら
代表 3人が 3月23日㈮、市庁舎を訪れ、清水市長に
受賞の報告を行いました。
　濱田さんは、「大賞に選ばれて、とてもうれしい。
CMは肱川あらしが発生しない春夏に放送されるの
で、今年は1年中肱川あらしが吹き荒れるだろう」
と喜びの言葉を述べました。
　大賞を受賞したこのCMは、県内のほか、岩手県や
長崎県など計 8県で年間200回放送される予定です。

水
族
館
の
復
活
を
願
っ
て

高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
準
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
～（左：重松さん　右：梶岡さん）
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おおずニュース

高齢者叙勲

地域おこし協力隊着任 練習の成果を披露
～第37回芸能発表会～

積極的に子育てを支援

　大洲市の家庭教育支援チーム「大洲子育てサポー
ト “そよ風”」が文部科学大臣表彰を受けました。表
彰は、特色ある優れた活動を行っている功績が認め
られたもので、 3月22日㈭、清水市長に受賞の報告
を行いました。
　チームの代表である土居義

よし

彦
ひこ

さんは、「受賞でき
て素直にうれしい。スタッフ全員の取り組みの賜物
である。これからも、子育て中の人に寄り添う活動
を続けていきたい」と今後の抱負を述べました。

　肱川地域を中心に活動を行う地域おこし協力隊
が、 4月から新たに 1 人着任しました。着任にあ
たり 4月 2日㈪、辞令交付式が行われました。

【抱　負】
　「飲食店経営で培った知識と経験を生かして、原
木シイタケを中心に特産品の開発や販売を通じて
地域を盛り上げたい」

  大洲市文化協会長浜支部主催の第37回芸能発表
会が 2月25日㈰、長浜ふれあい会館で開催されまし
た。邦楽・吟詠・民謡・コーラスなど19団体が一堂
に会し、日ごろの練習の成果を発表しました。
　延べ400人を超す観客と舞台が一体となった素晴
らしい発表会となり、会場を包み込む惜しみない拍
手が鳴り響いていました。

中
　
野
　
芳よ
し

　
将ま
さ　

さ
ん

（
肱
川
支
所
地
域
振
興
課
）

沖　田　　　孝
たかし

 さん
（西大洲）

元公立中学校校長

　沖田さんは、長年にわたり教育業務
にご尽力されたご功績により、このた
び「瑞宝双光章」を受章されました。

瑞
宝
双
光
章
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おおずニュース

1 本のロープに思いを乗せて
　第 3回愛媛県小学生なわとび選手権大会が 2月12
日㈪、大洲市総合体育館で開催され、県内約380人の
選手が参加しました。この大会は、全国なわとびス
ピードコンテストの四国地区予選会も兼ねていて、
各部門で優勝した選手およびチームは、全国大会へ
の切符を手にしました。
　大会で優勝した市内の選手ら21人が 3月12日㈪、
市役所を訪れ、名古屋市で行われる、第 2回全国な
わとびスピードコンテストへの出場の報告を行いま
した。訪れた選手たちは、清水市長に対し、「ノーミ
スで飛び切りたい」「前の記録を超える跳躍をしたい」

と全国大会での抱負を述べました。
　清水市長は、「ミスがないよう頑張ってほしい。練
習の成果を十分に発揮し、素晴らしい成績を残して
ください」と激励の言葉を送りました。
　 3月31日㈯、名古屋市で行われた全国大会では、
ダブル部門 6位、エイト部門 2位を獲得するなど素
晴らしい成績を残しました。また、シングル、ダブル、
エイトのそれぞれの跳躍の回数を合計して争う総合
部門においても、 3位に輝くなど、大洲市の名を全
国へ十分にアピールできた大会となりました。

　

肱
川
流
域
会
議
水
中
め
が
ね
主
催
に

よ
る
菜
の
花
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
「
だ

ん
だ
ん
肱
川
」
が
、
３
月
17
日
㈯
、
五

郎
畑
の
前
橋
下
の
河
川
敷
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
菜
の
花
は
、
国
土
交
通
省
大
洲

河
川
国
道
事
務
所
が
認
定
す
る
「
肱
川

を
美
し
く
す
る
お
花
は
ん
」
が
管
理
し

て
い
ま
す
。

　

星
型
や
ハ
ー
ト
型
に
施
さ
れ
た
畑
に

は
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
晴
れ
わ
た
る

青
空
の
も
と
、
来
場
者
は
穏
や
か
な
春

を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
第
72
回
国
民
体
育
大
会
」「
第
17
回

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
の
大
洲

市
開
催
を
記
念
し
て
、
開
催
地
で
あ
る

八
幡
浜
・
大
洲
地
区
運
動
公
園
（
管
理

棟
前
）、
鹿
野
川
湖
（
鹿
野
川
荘
下
駐

車
場
）お
よ
び
大
洲
市
総
合
体
育
館（
正

菜
の
花
畑
で
「
だ
ん
だ
ん
肱
川
」

え
ひ
め
国
体
・
え
ひ
め
大
会
の
開
催
を
記
念
し
て

面
玄
関
）の
３
カ
所
に
、「
伊
予
の
青
石
」

を
活
用
し
た
開
催
地
記
念
碑
が
完
成
し

ま
し
た
。

　

歴
史
に
刻
ま
れ
た
こ
の
会
場
で
、
多

く
の
選
手
に
活
躍
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
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文化財
臥龍山荘　不老庵
国指定重要文化財
（建造物）
大洲市所有

　臥龍山荘は、木
もく

蝋
ろう

の輸出で財をなした貿易商・河
内寅

とら

次
じ

郎
ろう

（新谷出身）が建てた別荘で、臥龍のふちを
のぞむ肱川流域屈指の景勝地に位置しています。
　山荘内には不老庵、臥龍院、文庫などの建物が
あり、延べ9,000人役で築いたとされます。
　不老庵は、明治34（1901）年に建てられたかやぶき
寄せ棟造り平屋建ての離れ座敷で、茶室を付属し
ています。最大の特徴は、建物の半分以上が川側
にせり出した懸

か

け造
づく

りです。柱には皮付きのスギ丸
太のほか、生きたマキの立木をそのまま利用した捨
て柱などもみられます。また、天井を半球状として、
川面に反射した月明かりを室内に取り込む工夫など
も施されています。
　これら独創的な意匠から、数

す

寄
き

屋
や

建築の傑作とも
いわれています。

（平成28年 7 月25日指定）

野　鳥
コマドリ（駒鳥）
スズメ目ヒタキ科
全長　14㎝

　県内では、石鎚山系などで繁殖するヒタキの仲
間です。亜高山帯のささやぶ近くに生息するため、
めったに姿を見ることはできません。日本三鳴鳥に
数えられていて、「ヒン、カラカラカラカラ…」と
馬のいななきのような声でさえずるため、コマ（駒）
ドリと名前が付いたそうです。
　以前は、鳴き声を楽しむため、野鳥を飼育して
いました。なかでも石鎚駒と呼ばれるコマドリが特
に有名で、昭和45年（1970） 5月に愛媛県の県の
鳥に制定されました。現在は「野の鳥は野に」の
精神で、すべての野鳥の飼育は禁止されています。
  5月頃には、中国南部で越冬したコマドリが、
石鎚や北日本、遠くはサハリン、南千島の繁殖地
へ向かいます。まれに公園などで出合うことがある
そうですが、渡りの中継地として温かく見守りたい
ですね。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

シリーズ大洲商工会議所青年部　大洲ご当地クイズ
　

３
月
30
日
㈮
、
清
水
裕
大
洲
市
長
が

亡
く
な
り
ま
し
た
。
市
長
に
は
青
年
部

の
総
会
や
、
意
見
交
流
会
な
ど
に
出
席

い
た
だ
き
、
多
く
の
機
会
で
交
流
し
て

き
ま
し
た
。
い
ま
だ
に
信
じ
ら
れ
ま
せ

ん
が
、
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
青
年
部
を
代
表
し

て
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。

【
4
月
号
の
ク
イ
ズ
解
答
・
解
説
編
】

　

大
洲
市
内
の
高
校
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
、「
大
洲
に
住
み
続
け
た
い
」、「
戻

っ
て
働
き
た
い
・
暮
ら
し
た
い
」
と
回

答
し
た
生
徒
の
割
合
は
い
く
ら
で
し
ょ

う
か
。

①　

約
15
％

②　

約
23
％

③　

約
40
％

正
解
…
③
約
40
％

　

第
２
次
大
洲
市
総
合
計
画
基
本
構
想

に
高
校
生
の
定
住
意
向
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
回
答
し
た

高
校
生
４
２
５
人
の
う
ち
、「
大
洲
に

帰
り
た
い
」
と
答
え
た
の
は
１
７
０
人

で
し
た
。
生
ま
れ
育
っ
た
大
洲
へ
の
愛

着
が
感
じ
ら
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
雇
用
拡
大
の
一
歩
は
、
い
か
に
地

元
で
お
金
を
使
う
か
に
あ
り
ま
す
。
そ

こ
に
生
き
残
る
ヒ
ン
ト
が
あ
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

※�

今
月
号
の
ク
イ
ズ
の
答
え
は
、
広
報

お
お
ず
6
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

【
今
月
の
ク
イ
ズ
】

　

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
、
大
洲
市

新
就
職
者
激
励
大
会
は
、
大
洲
市

で
初
め
て
就
職
し
た
人
を
対
象
と

し
て
い
ま
す
。

　

新
就
職
者
全
員
が
参
加
す
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
平
成
29

年
度
の
新
就
職
者
激
励
大
会
の
参

加
者
は
何
人
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

①　

45
人

　

②　

74
人

　

③　

１
０
７
人

第 2次大洲市総合計画より
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